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オオルリの人工穴での造巣について

川本美千夫１

はじめに

これまでに樹洞営巣性の鳥が巣箱を利用することは，よく知られているが（小池・樋口1989)，崖

のくぼ地などに営巣するオオルリが人工の巣を利用したという記録はない．筆者は，これまでに観察

したいくつかのオオルリの巣が共通した環境にあることを知り，同じような条件のもとに人工の営巣

空間（穴）を設けたところ，オオルリは巣づくりをはじめた．途中で中止し，繁殖を完結させなかっ

たものの，営巣を試みたので報告する．

調査場所・方法

人工の営巣空間を設けたのは，山口県内の山間部にある菅野ダムの周囲をめぐる林道の山側の斜面

である．この斜面の高さ約４ｍの位腫にある高さ1.5,,幅４ｍの赤土の壁に，園芸用移植ゴテで図１

に示した形状の空間（穴）を作製した．

観察結果および考察

穴の作製は1992年３月に行なった．この穴は，その年の５月23日には変化がなかったが，６月18日

の観察では，コケが運びこまれていた（図２)．この時，近くにコケをくわえたオオルリの雌がみら

れた．６月20日には，付近の電線上でオオルリの雄がさえずっていたが，５月23日の状態から巣には
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図１．架設した巣穴の形状（単位、、)．

Ｆｉｇ．１．TheartificialnestholefortheBlue-and-whiteFlycatcher（ｓｉｚｅｉｎｍｍ)．
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図２．人工の巣穴とコケ．

Ｆｉｇ．２．Ｔｈｅａ'､tificialnestholeandmosscolleci,edfornesting

変化がみられなかった．そして６jj24IIには，巣材がすべて落下していた．付近にオオルリは観察さ

れなかったので，巣づく.りを【'１止したものと思われた．確定はできないが，オオルリが巣づくりを中

止した理由は巣材の落下と考えられる．

今回設けた穴は，オオルリにとってすこし小さかったと思われる．巣材は産座になる部分が穴の手

前の縁あたりに位徹していた．これは，巣への出入りが行ないやすいと同時に，抱卵中周囲を確認す

るためと思われる．オオルリは縁に近い産座を安定させるため，産座下部にたくさんのコケを使って

いた．したがって，今回設賦した穴は，内部の底が平らで，外へむかって傾斜していたので，産座を

縁あたりに設けられると，巣材は外部へ滑り落ちる可能性がある．

以上のことから，オオルリの人工営巣空間を設満する場合には，今回設慨したものより左右，上部

とも大きいものがよいと考える．また，棚を設悩するなどの方法も効果があるかもしれない．
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Blue-and-whiteFlycatcher・

ａＯｎ２４Ｊｕｎｅｌ９９２,themosswasfoundtohavefallenoutofthehole,andtheBlue-and-white

Flycatcherｗａｓｎｏｔｓｅｅｎ、

4.ThedisPlacementofthenestingmaterialseemedtocausetheBlue-and-whiteFlycatcher

tostopnesting，

5．ItseemspreferablethatanestingholefortheBlue-and-whiteFlycatcherisbiggerｔｈａｎ

Ｆｉｇ．１，ａｎｄhasagoodviewofthesurroundings．
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